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知的発達に遅れをもつ児童の指導における電光得点板の活用
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　　　四日市　ゆみ子＊。佐々木忠之＊＊

　　　　　　　（1995年5月31日受理）

UsiBg　The　Multi－modal　Scoreboard　in　Ball　Game

　　　For　Chirdren　with　Mental　Retardation．

Toshiji　SuzuKi，　Tomoko　NAGAKuBo，　Sinji　Hosoi，　Yumiko　YoKKAiTi　and　Tadayuki　SAsAKf

　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，　1995）

1　はじめに

　知的な発達に遅れをもつ児童の指導においては，授業に興味・関心をもたせ意欲的に取り組ませる

ためにも教材・教具の工夫をすることが大切である1）。児童にとって魅力的な教材・教具が用意され

ることは，教材に注目できスムーズに授業に入っていけることになる。

　養護学校における遊びの指導について学部研究する中で2），ボールゲーム形式の活動を行った。ゲー

ムの楽しさや勝つことの喜びを味わうためには「楽しさ」「喜び」の経験を積み重ねる必要がある。

しかし，ゲーム形式の活動の指導では，得点の獲得やゲーム勝敗が分からない児童もいる。そこで，

児童の指導にあたっている附属養護学校と教育学部情報教育講座が協力して，「電光得点板」を作成

した。

　これまでの電子キット教材は，主に音の出るものが多かったが，この「電光得点板」は，音が出る

電子キットと光が点滅する電子キットを組み合わせたことは大きな特徴である。

　ここでは，「電光得点板」の特徴と授業で活用した時の児童の反応から電子キット教材のもつ可能

性と有効性について考えてみたい。

R　r電光得点板について」

（1）「電光得点板」の特徴について

　従来の黒板等を使った得点板（以下「表記型得点板」と称す）は，黒板に対戦チーム毎に分けた得

点表を作り，得点が入った時は，ボールが描かれた絵カードを貼ったり，数字を記入する方式のも
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のである。そして，王冠の形の絵カードを貼って，どちらのチームが勝ったか知らせる方式のもの

である。

　「電光得点板」は，「表記型得点板」と同じ操作手順であるが，「得点が入った時j，「チームが勝っ

た時」を児童に，音と光の両方で知らせ，得点したことを分かり易くすることをねらいとした。そ

して，ゲームを盛り上げる効果も期待した。「表記型得点板」と「電光得点板」について「視覚的な

刺激」「聴覚的な刺激」に分けて，まとめたものが図1である。
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視覚的な刺激

・絵カードを貼る

［得点が入った時］

絵カード（：ボールの形）

　または数字を記入

［チームが勝った時コ

絵カード（王冠の形）

／
r
，視覚的な刺激

・電飾が光る

1得点が入った時］

丸形電飾が点灯

［チームが勝った時］

角形電飾が回転し

ながら点灯

N

聴覚的な刺激

・音が鳴る

［得点が入った時］

　ピッン・ポ～ン

［チームが勝った時］

　パン・バカ・パ～ン

　（ファンファーレ）

　　　　　　　　　　　図1　「表記型得点板」と「電光得点板」の比較

（2）「電光得点板」の使い方について

　対戦チームの名前（また顔写真）を貼り，得点をすれば一つずつマグネットを貼って行くという操

作手順は，「表記型得点板」と「電孝得点板」は似ている。これにより，得点係になった児童の操作

手順は，「表記型得点板」と同じになり，活動しやすいと考えた。（図2参照）
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　しかし，「電光得点板」は，得点係の児童がマグネットを貼ると，丸形の電飾が光ピッン・ボーン

と音が鳴る。そして，予め設定した勝利点数まで，マグネットを貼ると，勝利したチーム名の角形

電飾が回転しながら光り出し，ファンファーレが鳴り出す。この光と音の両方があることが，「表記

型得点板」との大きな違いである。

　図3－iは，AチームがBチームに勝1つたことを示している。また，図3－hは，勝利点数：が3点

に設定されていることを示している。

教 f表記型得点板」

師　；得点板を用意する。
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図2　「表記型得点板」と「電光得点板」の操作手順
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図3－i　r電光得点板」正面図
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@（本図では3点目に設定） 電源へ

図3－h　r電光得点板」背面図
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（3）児童の反応

　得点が入った時の喜び，チームが勝った時の盛り上がりは，ゲームの楽しさそのものである。

　「表記型得点板」では，得点の意味が分からない児童には，教師の声や動きなどで得点が入ったこ

とを知ることが多い。

　しかし，「電光得点板」では，得点の意味が分からない児童も，音と光の両面から，児童自身が得

点したことを知ることができる。得点した時の「ピッン・ポ～ン」の音を聞きたい，電飾が光のを見

たい。勝った時の「パン・バカ・バーン」は大きなファンファーレの音で，児童の歓声が一段と大き

くなる。この期待感により児童は「電光得点板」に注目し意欲的にゲームに取り組めるようになっ

た。

　「電光得点板」の利用により，得点の意味が分からない児童が，すぐに得点したことが分かるよう

になる訳ではない。しかし，得点後の音と光に興味をもつことはゲームに自ら参加しようという積

極性につながり，ゲームを楽しむための大切なステップである。そして，ゲームを楽しめる児童が

増えると，場が盛り上がり，さらに楽しく活動できる場の雰囲気にもなって行く。
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図4　「表記型得点板」と「電光得点板」を用いた場合の児童の反応の比較
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皿　まとめ

　養護学校の児童・生徒は知的発達に遅れをもっている。それゆえ，教材・教具の工夫をし興味・関

心を高める必要がある。今回取り上げたf電光得点板」は，児童の活動場面で実際に使いながら改

良を重ね現在に至った。最初に「電光得点板」を示したとき，その音と光に興味が集まり，操作を

したがる児童が多かった。そしてゲームに入ると，視覚刺激の光と，聴覚刺激の音を同時に与える

ことの効果の大きさが児童の反応から知ることができた。

　「得点」を競うゲーム形式の活動では，「得点板」が必要である。一般的には，それは，得点経過

を知るために用いられている。しかし，児童にとってゲームの楽しさは何より，得点した瞬間の「喜

び」であろう。その瞬間の「喜び」を児童に伝えることのできる「電光得点板」は，ゲームにおい

て有効な教材・教具といえよう。そして，その瞬間を音と光で伝えることができるということが，感

覚レベルを通して知ることができるため，知的発達の程度の重い児童にも効果的であった。

　「電光得点板」は，情報教育講座の電子キットに関する専門的知識・技術により完成した。今後も，

児童の生き生きとした活動を引き出すために有効な電子キット教材の授業への活嗣を考えて行きた

い。
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